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１ 令和５年度新規就農者の状況について

農林政策課

令和５年度の新規就農者数は275人となり、11年連続で200人を超え、平成元年度以降では最多となった。

１ 就農区分 別の状況※

・ 新規学卒者20人、Ｕターン就農者90人、新規参入者165人となり、新規参入者数は過去最多となった。

・ 雇用就農者は、農業法人等の経営規模の拡大などを背景に増加傾向にあり、過去最多の191人となった。

・ 園芸メガ団地における新規就農者数は29人となり、事業開始の平成26年度から令和５年度までの10年間で

254人が就農し、地域の雇用の受け皿になっているほか、独立就農にも寄与している。

※就農区分

新規学卒：農家出身者で学校を卒業し直ちに就農、又は、学卒後に県等が行う農業研修修了後に就農

Ｕターン：農家出身者で他産業から就農、又は、他産業を離職後に県等が行う農業研修修了後に就農

新規参入：非農家出身者で新たに就農、又は、非農家出身者で県等が行う農業研修修了後に就農

雇用就農：農業法人等に雇用され新規就農

２ 新規就農者拡大に向けた取組
「秋田就農ナビ」等を活用した情報発信の強化や就農ニーズに合わせた研修内容の充実を図りながら、引き続き、

就農相談から就農定着まで、段階に応じたサポートを実施し、更なる新規就農者の拡大につなげていく。
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【新規就農者数の推移】
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２ 秋田牛ブランドデビュー10周年の取組状況について

畜産振興課

秋田牛ブランドデビュー10周年を契機に、首都圏及び県内でプロモーション活動を展開し、「秋田牛」の更なる認
知度向上と消費拡大を図る。

１ 記念交流会の開催
10周年記念交流会を開催し、生産拡大及び消費拡大に向け機運を醸成した。
・ 開催日 令和６年７月24日（水）
・ 場 所 秋田キャッスルホテル（秋田市）
・ 主 催 秋田牛ブランド推進協議会
・ 出席者 80名（生産者、食肉事業者、ＪＡ等関係団体）
・ 内 容 秋田牛を多数出荷した生産者及び販売実績が顕著な購買者に対し感謝状を贈呈

デビューから10年間の事業実績報告とスライド上映

〔感謝状贈呈〕 〔スライド上映〕
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２ 今後の予定
(1) 首都圏における記念交流会の開催

食肉事業者や飲食店等との交流会を開催し、首都圏における認知度向上と消費拡大を図る。
・ 開 催 日 令和６年10月15日（火）
・ 場 所 ザ・キャピトルホテル東急（東京都千代田区永田町）
・ 主 催 秋田牛ブランド推進協議会
・ 出席予定者 約80名（首都圏の食肉事業者、飲食店、量販店、県出身の著名人等）
・ 内 容 デビューから10年間の事業実績報告とスライド上映

秋田牛及び県産食材の賞味会

(2) 観光キャンペーンと連携した販売促進
本県を対象としたＪＲ東日本の重点販売期間において、県内の飲食店や宿泊事業者を支援し、認知度向上と消

費拡大を図る。
・ 実 施 期 間 令和６年12月～令和７年２月
・ 実 施 主 体 県内16社
・ 内 容 秋田牛購入費用の助成

(3) 秋田牛プレゼント企画
秋田牛購入者を対象にプレゼント企画を実施し、首都圏及び県内での消費拡大を図る。
・ 応 募 期 間 令和６年12月～令和７年１月
・ 応 募 方 法 秋田牛の購入額合計5,000円につき１口応募
・ プレゼント １等（10万円相当の牛肉）１名

２等（１万円相当の牛肉）10名
３等（５千円相当の牛肉）20名
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３ 令和５年度新規林業就業者の状況について

林業木材産業課

令和５年度の新規林業就業者数は前年より14人多い149人（うち女性６人）で、12年連続で東北１位となり、全

体の林業就業者数は、1,415人と前年並みで推移している。

１ 新規林業就業者の構成
新規林業就業者の年齢構成は、29歳以下が51人（34％）であり、このうち新規学卒者が25人を占めている。

新規林業就業者：林業事業体が雇用した者で、主として林業の現場作業に従事する者（アルバイトなどの臨時雇用を除く）

新規学卒者 ：就業する直前に、高校・短大・大学・専門学校・林業大学校等に在学していた者

２ 新規林業就業者の拡大に向けた取組 【令和５年度新規林業就業者の年齢構成】
林業大学校における技術者養成や、小・中・高校生への林業

体験学習を実施するほか、求職者に対する総合的な就業支援な

どにより、新規林業就業者の拡大を図っていく。
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【新規林業就業者の推移】
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